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任意予防接種費用を助成
国民健康保険・後期高齢者医療

短期人間ドック受診費用を助成
合併処理浄化槽設置費用を補助
65歳以上の人の介護保険料が変わります

中小企業の新たな取り組みを応援します
商工業者の皆さんを緊急支援します
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表紙作品を募集しています
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「春の磯
いそ

」

櫻井
さくらい

祺悦
きよ し

さん
（12頁に紹介記事）
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中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
を
支

援
す
る
た
め
、
市
が
認
定
し
た
事
業
の
設

備
費
と
、
新
た
に
雇
用
し
た
労
働
者
（
市

民
に
限
る
）
の
継
続
的
な
雇
用
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

６
月
１
日
（
金
）
か
ら

６
月
15
日
（
金
）
ま
で

対
象
者

市
内
に
本
店
が
あ
り
、
継
続
的

に
市
内
で
事
業
を
行
う
法
人
格
を
持
っ
た

中
小
企
業
者
な
ど
。
企
業
組
合
、
協
同
組

合
、
事
業
協
同
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な

ど
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

設
備
費
補
助

対
象
事
業

①
新
分
野
参
入
支
援
事
業

現
在
の
活
動
と
形
態
が
異
な
っ
た
分
野

に
進
出
ま
た
は
転
換
す
る
も
の

②
起
業
家
支
援
事
業

新
た
な
法
人
を
設
立
し
、
事
業
を
展
開

す
る
も
の

③
農
商
工
連
携
支
援
事
業

市
内
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
、
事
業

を
展
開
す
る
も
の

④
業
務
拡
充
支
援
事
業

既
存
事
業
の
業
務
を
拡
充
し
、
経
営
基

盤
の
強
化
を
図
る
も
の

⑤
経
営
効
率
化
支
援
事
業

既
存
事
業
の
業
務
を
効
率
化
し
、
経
営

改
善
を
図
る
も
の

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内

（
建
物
に
つ
い
て
は
、
取
得
に
か
か
っ
た
経

費
の
10
％
が
補
助
対
象
経
費
）

上
限
額

８
０
０
万
円

※
補
助
対
象
経
費
２
０
０
万
円
以
上
（
補

助
金
額
60
万
円
以
上
）
の
事
業
が
該
当

に
な
り
ま
す
。
複
数
年
計
画
の
設
備
導

入
は
、
初
年
度
の
み
補
助
対
象
で
す
。

※
経
営
効
率
化
支
援
事
業
は
、
１
千
万
円

以
上
（
補
助
金
額
３
０
０
万
円
以
上
）

の
事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

雇
用
補
助

設
備
整
備
完
了
後
、
継
続
的
に
雇
用
す

る
労
働
者
の
報
酬
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

設
備
費
の
補
助
金
額
に
よ
り
、
補
助
対

象
に
な
る
労
働
者
の
人
数
が
変
わ
り
ま
す
。

新
規
雇
用
の
補
助
金
額

労
働
者
１
人
に
つ
き
年
間
60
万
円

上
限
額

９
０
０
万
円
（
労
働
者
５
人
ま

で
を
３
年
間
助
成
）

配
置
転
換
の
補
助
金
額

現
在
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
を
新
し
い

分
野
へ
配
置
転
換
し
た
場
合
、
労
働
者
１

人
に
つ
き
年
間
１
０
０
万
円
　

上
限
額

１
千
万
円
（
労
働
者
５
人
ま
で

を
２
年
間
助
成
）

※
新
分
野
参
入
支
援
事
業
の
み
対
象
と
な

り
ま
す
。

申
請
方
法

事
業
実
施
計
画
承
認
申
請
書
に
次
の
書

類
を
添
付
し
、
商
工
観
光
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
観
光
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

添
付
書
類

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
雇
用
計
画
書
・
経
営
計
画
書
・
資

金
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
・
定
款
・
履

歴
事
項
全
部
証
明
書
・
決
算
書（
写
）・
納

税
証
明
書
・
許
認
可
関
係
書
類
（
写
）・

図
面
お
よ
び
見
積
書
・
そ
の
他
事
業
内
容

の
説
明
資
料
な
ど

商
工
観
光
課
　
蕁
33
│
１
０
９
２

問

中
小
企
業
の
新
た
な
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

新
分
野
へ
の
参
入
、
起
業
に
伴
う
設
備
投
資
・
雇
用
に
最
高
１
８
０
０
万
円
補
助
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
売
り

上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
商
工
業
者
へ
の
緊
急

経
済
対
策
と
し
て
、
既
存
の
事
業
所
や
機

械
設
備
の
改
修
・
更
新
費
用
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
21
日
（
月
）
か
ら

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
商
工

業
者

①
２
年
以
上
市
内
で
事
業
実
績
が
あ
り
、

引
き
続
き
市
内
で
事
業
活
動
が
見
込
ま

れ
る
商
工
業
者

②
法
人
は
、
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と

個
人
事
業
者
は
、
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と

③
最
近
３
か
月
ま
た
は
、
６
か
月
間
の
合

計
売
上
高
が
、
直
近
２
年
間
の
い
ず
れ

か
の
同
期
と
比
べ
て
10
％
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

対
象
事
業

①
既
存
の
営
業
所
、
事
務
所
、
工
場
ま
た

は
事
業
場
の
改
修
工
事

市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
事
業
者
が

施
工
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

・
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
市
内
に

あ
る
建
物
な
ど
の
屋
根
、
内
装
、
外
装
、

ト
イ
レ
改
修
な
ど

・
間
取
り
変
更
な
ど
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
、
節
電
エ
コ
対
応
な
ど

・
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど

※
建
物
の
新
築
、
車
庫
の
改
修
、
物
置
や

門
扉
・
造
園
な
ど
の
外
構
工
事
は
補
助

対
象
外
で
す
。

②
既
存
の
機
械
設
備
の
改
修
・
更
新

市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
事
業
者
が

改
修
、
更
新
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

・
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
市
内
に

あ
る
機
械
設
備
の
改
修
、
買
い
替
え
な

ど
・
固
定
資
産
税
の
減
価
償
却
資
産
に
計
上

す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
（
概
ね
取

得
額
が
10
万
円
以
上
）

※
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
持
ち
運
び
が
可

能
な
物
品
、
車
両
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内

上
限
額

５
０
０
万
円

※
補
助
対
象
経
費
50
万
円
以
上
（
補
助
金

15
万
円
以
上
）
の
事
業
が
該
当
に
な
り

ま
す
。

申
請
方
法

事
業
実
施
計
画
認
定
申
請
書

に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
商
工
観
光
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
観

光
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

添
付
書
類

事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
計

画
書
・
経
営
計
画
書
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
・
完
納
証
明
書
・
図
面
お
よ
び
見
積

書
・
そ
の
他
事
業
内
容
の
説
明
資
料
な
ど

商
工
観
光
課
　
蕁
33
│
１
０
９
２

問

商
工
業
者
の
皆
さ
ん
を
緊
急
支
援
し
ま
す

事
業
所
の
改
修
な
ど
に
最
高
５
０
０
万
円
補
助



4 2012年4月号

対
象
者

・
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

・
高
校
２
年
生
（
昨
年
度
に
接
種
を
開
始

し
て
い
る
人
）

接
種
回
数

３
回

接
種
期
間

平
成
25
年
３
月
30
日
（
土
）

ま
で
に
、
３
回
の
接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
３
回
を
６
か
月
か
け
て
接
種
す
る

た
め
、
初
回
は
９
月
末
ま
で
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

助
成
額

全
額
（
平
成
25
年
度
に
ま
た
が

っ
た
場
合
は
、
２
分
の
１
の
自
己
負
担
が

発
生
し
ま
す
）

※
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
接
種

す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
指
定
医
療
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

75
歳
以
上
の
人

助
成
額

１
５
０
０
円
（
１
回
の
み
）

※
差
額
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。健

康
支
援
課
　
蕁
36
│
１
１
５
２

問

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
支
援
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
予
診
票
が
届

い
た
ら
、
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関
へ
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
や
、
接

種
期
間
以
外
に
接
種
を
し
た
場
合
は
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
者

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
の
子
ど
も

接
種
回
数

・
接
種
開
始
が
生
後
２
か
月
〜
７
か
月
未
満

４
週
か
ら
８
週
間
隔
で
３
回
接
種
し
、

１
年
後
に
追
加
接
種
を
１
回

・
接
種
開
始
が
生
後
７
か
月
〜
12
か
月
未
満

４
週
か
ら
８
週
間
隔
で
２
回
接
種
し
、

１
年
後
に
追
加
接
種
を
１
回

・
接
種
開
始
が
１
歳
〜
５
歳
未
満

１
回
か
ら
２
回
接
種

接
種
期
間

平
成
25
年
３
月
30
日
（
土
）

ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を
す
れ
ば
、
最
後

の
接
種
費
用
ま
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

助
成
額

全
額

任
意
予
防
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

注
意
事
項

・
特
定
健
康
診
査
項
目
は
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
検
査
内
容
に
不
足
が
あ
る

と
、
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
を
受
診
す
る

場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
み
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

・
脳
ド
ッ
ク
の
み
受
診
す
る
場
合
は
、
市

が
実
施
す
る
特
定
健
診
ま
た
は
、
そ
れ

に
相
当
す
る
検
査
を
受
診
し
、
結
果
を

報
告
す
る
こ
と
が
助
成
の
条
件
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

対
象
者

市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

注
意
事
項

・
市
が
実
施
す
る
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

を
受
診
す
る
場
合
は
、
脳
ド
ッ
ク
の
み

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課
　
蕁
33
│
１
０
６
０

問

希
望
す
る
検
査
医
療
機
関
に
予
約
し
、

検
査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
保
険
年
金
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
ド
ッ
ク
受

診
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

助
成
額
は
、
検
査
費
用
の
７
割
で
５
万

円
が
限
度
で
す
。
ド
ッ
グ
受
診
後
に
領
収

書
、
検
査
結
果
な
ど
を
添
付
し
、
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

対
象
者

南
房
総
市
の
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以

上
継
続
し
て
加
入
し
て
い
る
35
歳
以
上
の

人
で
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

が
な
い
人

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
助
成
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入札参加資格審査申請随時受付
市の建設工事、業務委託、物品の購入などの入札に参加するには、「南房総市競争入札参加資格者名簿」
に登録する必要があります。
市の入札に参加を希望する人は、平成24・25年度入札参加資格審査申請（随時申請）の手続きをしてく
ださい。

対象者 当初申請しなかった人、追加ま
たは変更を希望する人。
申請方法 「ちば電子調達システム」か
ら電子申請を行い、申請書に添付書類を
添えて、千葉県電子自治体共同運営協議
会へ郵送してください。
詳しくは、市のホームページをご覧く
ださい。
提出先 〒260－0013 
千葉市中央区中央４－13－28

新都市ビル８階
千葉県電子自治体共同運営協議会
名簿有効期間 名簿登載日から平成26年
3月31日　
財政課　蕁 33－1022問

呂
・
洗
濯
な
ど
に
使
用
し
た
水
）
を
ま
と

め
て
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。
合
併
処
理

浄
化
槽
で
、
南
房
総
の
き
れ
い
な
海
や
川

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

環
境
保
全
課

蕁
33
│
１
０
５
３

問

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
、
く
み
取
り

便
所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
付
け
替
え

る
人
に
、
設
置
費
用
お
よ
び
転
換
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
促
進

す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
重
点
期
間

と
し
て
、
補
助
予
定
基
数
を
増
や
し

ま
す
。

平
成
23
年
度
の
補
助
基
数
は
１
２

２
基
で
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
３
年
間
は
、
毎
年
、
２
２
５
基
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
年
間
は
平
成
23
年
度
と
同
額
を

補
助
す
る
予
定
で
す
が
、
平
成
27
年

度
か
ら
は
補
助
金
額
の
減
額
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

し
尿
と
生
活
雑
排
水
（
台
所
・
風

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
を
補
助

申請期間と名簿登載日 

申　請　期　間 名簿登載日 

平成24年　4月16日～平成24年　5月15日 

平成24年　5月16日～平成24年　6月15日 

平成24年　6月18日～平成24年　7月13日 

平成24年　7月17日～平成24年　8月15日 

平成24年　8月16日～平成24年　9月14日 

平成24年　9月18日～平成24年10月15日 

平成24年10月16日～平成24年11月15日 

平成24年11月16日～平成24年12月14日 

平成24年12月17日～平成25年　1月15日 

平成25年　1月16日～平成25年　2月15日 

平成25年　2月18日～平成25年　3月15日 

平成25年　3月18日～平成25年　3月29日 

平成24年　7月　1日 

平成24年　8月　1日 

平成24年　9月　1日 

平成24年10月　1日 

平成24年11月　1日 

平成24年12月　1日 

平成25年　1月　1日 

平成25年　2月　1日 

平成25年　3月　1日 

平成25年　4月　1日 

平成25年　5月　1日 

平成25年　6月　1日 

水の流れ 

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間

補
助
予
定
基
数
を
拡
大
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

今
後
３
年
間
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
か
ら
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を
も

と
に
、
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
基
準
額
が
、
年
額
５
万
８
８
０
０
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
所
得
段
階
別
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
（
市
か
ら

郵
送
さ
れ
た
納
入
通
知
書
ま
た
は
、
口

座
振
替
で
納
め
る
方
法
）
で
納
め
て
い

る
人
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
納
期
が
変

わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
４
月
に
仮
の
金
額
で

納
入
通
知
書
を
発
送
し
、
年
間
保
険
料

が
決
定
し
て
か
ら
、
８
月
に
再
度
納
入

通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
、
１
年
間
の
保
険
料
が
決
定

す
る
７
月
に
、
納
入
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

１
回
に
負
担
す
る
保
険
料
を
軽
減
す

る
た
め
、
７
月
以
降
の
納
期
を
８
回
と

し
ま
し
た
（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
同
じ
納
期
に
な

り
ま
す
）。

※
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

で
納
め
て
い
る
人
は
、
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

健
康
支
援
課
　
蕁
36
│
１
１
５
２

問

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平成24年度から平成26年度までの介護保険料

今
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
料
の
納
期
が

変
わ
り
ま
す

〜
７
月
に
納
入
通
知
書
を
発
送
〜

所得段階区分 対　　象　　者 保険料年額 

①生活保護の受給者 
②世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人 

世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収 
入額の合計が80万円以下の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非 
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 

世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非 
課税で、第4段階以外の人（基準額） 

世帯全員が市町村民税非課税で、第2段階以外の人 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が125万円 
を超え190万円未満の人 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が125万円以下の人 

本人に市町村民税が課税されていて、前年の合計所得金額が190万円以上の人 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 

29,400円 

29,400円 

44,100円 

51,200円 

58,800円 

65,900円 

73,500円 

88,200円 

・これまでの納期 

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 納入通知書の発送月 

4月（1期、2期分） 
8月（3期～6期分） 期　別 １期 

２
期 

３
期 

４
期 

５
期 

６
期 

・これからの納期 

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 納入通知書の発送月 

7月（1期～8期分） 期　別 １
期 

２
期 

３
期 

４
期 

６
期 

５
期 

８
期 

７
期 
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職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

４
月
１
日
付
（

）
内
は
異
動
前

【
部
長
職
】

▽
総
務
部
長
　
嶋
田
守(

企
画
部
情
報
推
進

課
長)

▽
市
民
生
活
部
長
　
藤
井
照
男
（
市

民
生
活
部
市
民
課
長
併
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
事
務
局
書
記
）
▽
農
林
水
産
部

長
　
長
谷
川
毅
（
農
林
水
産
部
農
林
水
産

課
長
）
▽
商
工
観
光
部
長
　
鎌
田
達
夫

（
和
田
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
）
▽

建
設
環
境
部
長
　
植
木
峰
良
（
建
設
環
境

部
建
設
課
長
）
▽
富
山
国
保
病
院
事
務
長

福
原
啓
夫
（
水
道
部
長
）
▽
水
道
部
長

宇
山
章
人
（
水
道
部
水
道
課
長
）
▽
会
計

管
理
者
　
小
笠
原
砂
男
（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
財
政
課
長
　
福
原
孝
雄
（
企
画
部
企
画

政
策
課
長
）

▼
企
画
部

▽
企
画
政
策
課
長
　
本
橋
清
一
（
総
務
部

財
政
課
長
）
▽
市
民
協
働
課
長
　
加
藤
正

直
（
企
画
部
市
民
協
働
課
千
倉
協
働
推
進

室
長
兼
千
倉
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）

▽
市
民
協
働
課
千
倉
協
働
推
進
室
長
兼
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
主
幹
　
栗
原
勝
美
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
千
倉
総
合

運
動
公
園
所
長
）
▽
情
報
推
進
課
長
　
保

田
憲
一
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
千
倉

図
書
館
長
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
主
幹
　
和
泉
澤
忠
信
（
保

健
福
祉
部
健
康
支
援
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）

▽
健
康
支
援
課
長
　
川
闢
浩
（
市
民
生
活

部
税
務
課
長
）
▽
健
康
支
援
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
　
田
原
澄
江
（
市
民
生
活
部
税
務

課
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
長
併
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
書
記
　
御
子
神
善
彦
（
監
査
委

員
事
務
局
長
）
▽
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課
三
芳
協

働
推
進
室
長
　
川
名
敏
夫
（
三
芳
支
所
長

兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
）
▽
市
民
課
白
浜

地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働

課
白
浜
協
働
推
進
室
長
　
山
口
幸
弘
（
企

画
部
市
民
協
働
課
長
）
▽
市
民
課
丸
山
地

域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市
民
協
働
課

丸
山
協
働
推
進
室
長
　
山
岸
義
男
（
企
画

部
市
民
協
働
課
丸
山
協
働
推
進
室
長
兼
丸

山
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）
▽
市
民

課
和
田
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
企
画
部
市

民
協
働
課
和
田
協
働
推
進
室
長
　
小
原
靖

喜
（
企
画
部
市
民
協
働
課
和
田
協
働
推
進

室
長
兼
和
田
支
所
地
域
市
民
福
祉
課
主
幹
）

▽
税
務
課
長
　
小
林
嘉
之(

市
民
生
活
部
市

民
課
主
幹
）
▽
税
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

長
谷
川
政
義
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

主
幹
）
▽
消
防
防
災
課
長
　
宇
治
原
洋
一

（
商
工
観
光
部
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
主
幹
）

▼
農
林
水
産
部

▽
農
林
水
産
課
長
　
稲
葉
晃
一
（
議
会
事

務
局
次
長
）
▽
農
林
水
産
課
主
幹
　
原
知

比
古
（
千
葉
県
）

▼
建
設
環
境
部

▽
建
設
課
長
　
御
子
神
茂
（
建
設
環
境
部

管
理
課
長
）

▽
管
理
課
長
　
渡
辺
淳
一
（
市
民
生
活
部

消
防
防
災
課
長
）

▼
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

▽
所
長
　
宇
山
富
一
（
千
倉
支
所
長
兼
地

域
市
民
福
祉
課
長
）

▼
水
道
部

▽
水
道
課
長
　
岩
闢
省
司
（
水
道
部
水
道

課
課
長
補
佐
）

▼
会
計
課

▽
課
長
　
栗
原
弥
生
（
会
計
課
主
幹
）

▼
議
会
事
務
局

▽
次
長
　
飯
田
真
巳
（
企
画
部
市
民
協
働

課
白
浜
協
働
推
進
室
長
兼
白
浜
支
所
地
域

市
民
福
祉
課
主
幹
）

▼
監
査
委
員
事
務
局

▽
事
務
局
長
　
早
川
郁
夫
（
保
健
福
祉
部

健
康
支
援
課
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長
　
阿
部
良
高
（
農
業
委
員
会

事
務
局
主
幹
兼
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
参
事
　
鈴
木
智
（
千
葉
県
）

▽
生
涯
学
習
課
長
　
川
名
一
嘉
（
富
山
支

所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者
（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
闍
梨
房
夫
（
総
務
部
長
）
▽
吉
田
幸
夫

（
市
民
生
活
部
長
）
▽
岩
浪
治
男
（
農
林
水

産
部
長
）
▽
篠
原
茂
幸
（
商
工
観
光
部
長
）

▽
水
嶋
誠
二
（
建
設
環
境
部
長
）
▽
原
聖

一
（
富
山
国
保
病
院
事
務
長
）

【
課
長
職
】

▽
酒
井
和
夫
（
企
画
部
市
民
協
働
課
富
浦

協
働
推
進
室
長
）
▽
玉
井
雅
史
（
農
林
水

産
部
農
林
水
産
課
主
幹
）
▽
木
下
敏
男

（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン

タ
ー
主
幹
兼
工
場
長
）
▽
豊
闢
壽
明
（
白

浜
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉
課
長
）
▽
丸

ま
り
子
（
丸
山
支
所
長
兼
地
域
市
民
福
祉

課
長
）
▽
尾
形
三
夫
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）
▽
藤
本
雅
俊
（
教
育
委
員
会
参
事
）

▽
三
嶋
明
夫
（
教
育
委
員
会
学
校
再
編
推

進
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
安
田
政
光

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）
▽
麻
生
正

信
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
主
幹
）
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３
月
18
日
（
日
）、
統
合
に
よ
り
４
月

か
ら
富
山
幼
稚
園
・
富
山
小
学
校
に
な
る

平
群
幼
稚
園
・
平
群
小
学
校
、
岩
井
幼
稚

園
・
岩
井
小
学
校
の
閉
園
閉
校
記
念
式
典

が
、
園
児
・
児
童
を
は
じ
め
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
元

職
員
、
多
く
の
来
賓
を
招
き
、
両
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

平
群
の
思
い
出
を
胸
に
・
・
・

平
群
小
学
校
は
、
明
治
40
年
に
５
つ
の

尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の
合
併
に
よ

り
、
平
群
尋
常
小
学
校
と
し
て
開
校
以
来
、

１
０
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。石

井
市
長
は
、「
思
い
出
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
る
幼
稚
園
・
小
学
校
が
幕
を

閉
じ
る
の
は
、
在

校
生
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
卒
業
生

や
地
域
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
万
感

胸
に
せ
ま
る
も
の

が
あ
る
と
思
う
。

平
群
幼
稚
園
・

小
学
校
で
育
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち

は
、
岩
井
幼
稚
園
・
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
慣
れ
親
し
み
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち

を
つ
く
り
、
近
い
将
来
富
山
地
区
を
支
え

る
た
く
ま
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
成

長
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

閉
園
・
閉
校
実
行
委
員
長
の
和
田
英
二

さ
ん
か
ら
は
、「
あ
な
た
た
ち
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
信
を

持
っ
て
未
来
へ
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
へ
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
あ

と
は
、
園
児
に
よ
る
「
平
群
幼
稚
園
の
歌
」

の
披
露
、
児
童
に
よ
る
校
歌
斉
唱
が
行
わ

れ
、
園
旗
・
校
旗
を
収
納
し
、
小
川
校
長

か
ら
石
井
市
長
へ
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

平
群
幼
稚
園
・
小
学
校
は
、
昨
年
11
月

16
日
に
、
閉
園
閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
平

群
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。
児
童
の
作
品
展

や
栽
培
し
た
野
菜
の
試
食
会
、
竹
と
ん
ぼ

工
作
教
室
や
地
元
の
担
ぎ
屋
台
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

思
い
出
と
未
来
へ
の
希
望
を
抱
い
て

あ
り
が
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
幕
〜

平
群
幼
稚
園
・
平
群
小
学
校

岩
井
幼
稚
園
・
岩
井
小
学
校

式辞を述べる石井市長

「平群幼稚園」の歌を歌う園児

校歌を歌う平群小学校の子どもたち

石井市長に園旗・校旗が返納されました

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
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校旗を収納する岩井小学校児童園旗を収納する岩井幼稚園児

岩井幼稚園児による合奏

校歌を歌う岩井小学校の子どもたち

人形劇を楽しむ親子

岩
井
の
思
い
出
と
と
も
に
・
・
・

岩
井
小
学
校
は
、
明
治
７
年
に
設
置
さ

れ
た
４
校
か
ら
始
ま
り
、
い
く
度
か
の
統

廃
合
を
経
て
、
昭
和
22
年
に
岩
井
町
立
岩

井
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩

井
町
と
平
群
村
の
合
併
で
富
山
町
立
岩
井

小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
関
係

者
の
式
辞
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
園
旗
・
校

旗
を
返
納
し
た
あ
と
は
、
第
２
部
と
し
て

園
児
・
児
童
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
に
よ
る
「
小
さ
な
世
界
」
の
合
奏
、

「
ぼ
く
ら
は
み
ら
い
の
た
ん
け
ん
た
い
」

の
合
唱
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。
児
童
に

よ
る
発
表
で
は
、
岩
井
小
学
校
で
過
ご
し

た
思
い
出
が
語
ら
れ
、「
大
好
き
な
岩
井

小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
ず
っ
と
忘
れ
ま
せ
ん
」「
あ
り
が
と

う
岩
井
小
学
校
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
人

た
ち
と
一
緒
に
、
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
を

歌
っ
た
あ
と
は
、「
友
達
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
仲
良
く
な
り
た
い
」「
富
山
小
学

校
に
な
っ
て
も
、
あ
い
さ
つ
の
声
が
あ
ふ

れ
る
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
」「
ど
ん
な

行
事
に
も
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
す
」「
未
来
へ
向
か
っ

て
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
な
ど
、

富
山
小
学
校
で
の
目
標
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

３
月
２
日
（
金
）、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ほ
の
ぼ
の
の
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
人
形
劇
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。人

形
劇
団
「
こ
ろ
こ
ろ
」
が
演
じ
る
劇

は
と
て
も
愉
快
で
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔

で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
人
形
劇
を
楽
し
ん

だ
あ
と
は
、
保
健
推
進
員
が
調
理
し
た

「
さ
つ
ま
い
も
と
り
ん
ご
の
重
ね
煮
」
を

試
食
。
集
ま
っ
た
親
子
は
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ほ
の
ぼ
の

ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
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平成24年度
健診（検診）日程健康支援課健康支援課    蕁 36 36－11521152健康支援課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関 

事
前
に
申
し
込
ん
だ
医
療
機
関 

特定健康診査 

対象者 

料　金 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

40歳から74歳ま
での南房総市国民
健康保険加入者 

後期高齢者健康診査 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 結核・肺がん検診 

後期高齢者医療
制度加入者 

40歳以上
の男女 

40歳の 
男女 

600円 無料 900円 

胃がん検診 

40歳以上
の男女 

500円 

50歳以上
の男性 

300円 無料 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

白浜フローラルホール 

千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

9／4（火）・5（水）・6（木）・7（金） 

9／25（火）・26（水）・27(木)・28（金） 

10／10（水）・11（木）・12（金）・14(日) 

9／18（火）・19（水）・20（木）・21（金） 

8／23（木）･24（金）・28（火）・29（水）・30（木）・31(金) 

10／2（火）・3（水）・4（木）・5（金） 

9／11（火）・12（水）・13（木）・14（金） 

総合検診（集団検診） 

各種健診（検診） 

対象者 

料　金 

富　浦 

富　山 

三　芳 

白　浜 

千　倉 

丸　山 

和　田 

1　検診を申し込んだ人には、検診時期が近くなりましたら検診案内を送ります｡ 
2　次の人は健康支援課に連絡してください｡ 
　（1）子宮がん・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人｡ 
　（2）生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人｡ 

大腸がん検診 成人 
歯科検診 

生活習慣病 
予防健診 

骨粗しょう症検診 
子宮がん検診 

40歳以上 
の男女 

300円 200円 600円 700円 800円 1,200円 

7/　5（木） 
9（月） 

7/10（火） 
11（水） 

6/21（木） 
26（火） 

6/11（月） 
12（火） 
13（水） 

7/　3（火） 
4（水） 

6/14（木） 
20（水） 

 

6/28（木） 
7/　2（月） 

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
回
収
会
場
を
数
か
所
に
設
置
し
ま
す 

35･40･45･50･
55･60･65･70
歳の女性 

40･50･ 
60･70
歳の男女 

とみうら元気倶楽部 

富山ふれあいスポーツセンター 

三芳保健福祉センター 

白浜保健福祉センター 白浜フローラルホール 

千倉保健センター 

丸山体育館 

和田地域福祉センターやすらぎ 

10/31（水） 
午　前  

6/27（水） 
午　前 

6/18（月） 
午　後 

6/18（月） 
午　前 

6/19（火） 
午　後 

6/19（火） 
午　前 

6/25（月） 
午　前 

6/25（月） 
午　後 

10/31（水） 
午　後 

11/2（金） 
午　前  

10/30（火） 
午　後 

11/1（木） 
午前・午後 

10/30（火） 
午　前 

11/2（金） 
午　後 

車(集団)検診 施設検診 

乳がん検診 

エコー マンモグラフィ 

20歳以上の女性 30～49歳 
までの女性 

35～39歳 
までの男女 

50歳以上 
の女性 

頸部のみ 
800円 

頸部のみ 
1,400円 

頸体部 
2,000円 

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関 

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

10/9（火） 

1　特定健康診査の料金は、生活機能評価と同時に実施しなくなったため一律600円になります｡ 
2　結核・肺がん検診は、検診車が地区内の集会場などを回ります｡ 

けい けい 

頸体部 
1,500円 

けい けい 

・
青
木
医
院 

・
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

・
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

・
館
山
病
院 

・
貴
家
医
院 

・
清
川
医
院 

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院 

6月から 
（詳しい日程は、検
診案内でご確認くだ
さい） 

6/1（金） 
  

12/28（金） 
（予定） 

～
 

11/1（木） 
 

12/28（金） 

～
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エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

『エコ活動　普段から続けていれば　難しくない』
【今月の環境標語】平成23年度環境標語コンテスト最優秀賞

白浜中学校2年　小川純平さんの作品
＜標語の趣旨＞　エコ活動も普段からやっていれば、生活の一部になって、いつの間
にか難しくなくなっていたり、面倒くさくなくなると思って作りました。

家庭から出る生ごみの減量化と資源化を推進
するため、生ごみ処理容器などの購入費の一部
を補助します。
生ごみをリサイクルすると、燃やすごみの量

が減り、重いごみ袋を集積所まで持っていく必
要が無くなります。

リサイクルによりできた堆肥などを家庭菜園
などに再利用できるといったメリットもありま
す。食べ残しなどの生ごみが出ないように調理
で工夫したり、堆肥にするなど有効活用し、
“捨てる暮らし”から“生かす暮らし”へ、ラ
イフスタイルを見直しましょう。

対象者
・市内在住者
・堆肥化されたごみを自分で処理できる人
・市税などの滞納がない人

対象のごみ処理容器と補助金額

生ごみ処理容器などの購入費補助
～生ごみを「捨てずに生かす」生活に～

生ごみ処理容器 
（コンポスト） 

ＥＭ生ごみ処理容器 
（ＥＭぼかし） 

生ごみ処理機 
（機械式） 

対象ごみ処理容器 

土の上に設置し、微生物の働
きによって生ごみを分解し、
堆肥化させる。  

ＥＭ菌を使って生ごみを発酵
させ、できたものを土に埋め
て堆肥化させる。液肥を薄
めて使用することも可能。 

微生物の働きによって生ご
みを分解するものや、高温の
熱風で生ごみを乾燥させる
ものなどがある。 

補 助 金 額  

補助対象基数 
（年度内） 

購入費の2分の１ 
（1基につき3,000円まで） 

1世帯2基まで 

購入費の2分の１ 
（30，000円まで） 

1世帯1基まで 

補助金申請の流れ（必ず、購入前に申請してください。購入後の申請は受け付けません）

1 交付申請書に必要事項を記入、押印し、見積書の写しを添えて、市へ提出してください。
2 書類審査後、交付決定通知書が郵送されたら、生ごみ処理容器などを購入してください。
3 購入後、実績報告書に必要事項を記入、押印し、領収書の写しを添えて市へ提出してください。
4 書類審査後、確定通知書が郵送されたら、交付請求書を市へ提出してください。
【各書類の提出先】環境保全課、朝夷行政センター、地域センター
※詳しくは、ホームページをご覧いただくか、環境保全課へお問い合わせください。
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今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
3月23日（金）に実施されました
●部下による上司評価を実施
●平成24年度市の組織機構（広報3月号4・5ページに関連記事）
●4月1日付職員人事異動（7ページに関連記事）
●コンビニ納付の導入（下記に関連記事）
●図書館サービスの充実と図書館名の変更（下記に関連記事）

3月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧
いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

曜
日
や
時
間
を
気
に
せ
ず

納
付
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
で
き
る
市
税
な
ど

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

全
国
の
セ
ブ
ン
│
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
な
ど

コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
な
い

納
付
書

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な

い
も
の
（
平
成
23
年
度
ま

で
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
、

平
成
24
年
度
以
降
に
発
行

さ
れ
た
再
発
行
納
付
書
や

督
促
状
）

・
破
損
や
汚
れ
に
よ
り
、
バ

ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
な

い
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
、

延
滞
金
欄
に
金
額
を
記
入

市
の
税
金
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

し
た
も
の

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

・
期
別
ご
と
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の

▼
納
め
忘
れ
が
心
配
な
人
に
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
が

お
勧
め
で
す
。
預
貯
金
口
座
の

通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
、
納
税

（
入
）
通
知
書
を
持
参
し
、
振

り
替
え
を
希
望
す
る
金
融
機

関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

税
務
課
　

蕁
33
│
１
０
２
３

受
付
方
法

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
市
役
所
本
庁
・
分
庁

舎
・
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
地
域
セ
ン
タ
ー
窓
口

口
座
番
号

０
０
１
４
０
│
８
│
５
０
７

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社

東
日
本
大
震
災
義
援
金

期
限

９
月
30
日
（
日
）

市
役
所
窓
口
で
の
受
付
状
況
　

２
９
２
１
万
５
４
６
８
円

（
平
成
24
年
２
月
末
現
在
）

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

蕁
０
４
３
│
２
４
１
│
７
５
３
１

問 問

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
千
倉

図
書
館
の
名
称
が
、
南
房
総
市

図
書
館
に
変
わ
り
ま
し
た
。

図
書
館
の
本
は
公
民
館
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

公
民
館
に
あ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
蔵
書
検
索
用
端
末
で
、

図
書
館
の
本
や
ほ
か
の
公
民
館

の
本
を
探
し
た
り
、
貸
し
出
し

予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
く
の
公
民
館
で
図
書
予

約
を
す
る
と
、
他
館
の
本
が
１

週
間
以
内
に
届
き
ま
す
。

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
し
た

料
金
は
往

復
で
４
０
０

円
で
す
。
１

回
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
５
冊

ま
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
借
り
た
い

図
書
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
返
却
は
、
１
か
月
後

に
宅
配
便
が
回
収
に
き
ま
す
。

南
房
総
市
図
書
館
　

蕁
40
│
１
１
２
０

問

東
日
本
大
震
災
義
援
金

〜
受
付
期
間
延
長
〜

千
倉
図
書
館
が
南
房
総
市

図
書
館
に
な
り
ま
し
た

「春の磯
いそ

」櫻井
さくらい

祺
き

悦
よし

さん（白浜地区）
風景写真を撮るのが好きで、白浜の根本海岸には何度か撮

影に訪れています。潮が引いて姿をあらわした青海苔
の り

の緑に

早春を感じ、伊豆大島と屏風岩
びょうぶいわ

を入れて撮影しました。

海岸には、貝殻が波で洗われて砂状になった白い浜辺があ

ります。そこで貝殻拾いをしていると、時のたつのを忘れて

しまいます。

今月の表紙

お
し
ら
せ
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資
金
の
融
資
を
受
け
た
中

小
企
業
者
に
対
す
る
利
子
補

給
率
が
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

※
４
月
１
日
以
前
に
支
給
決

定
を
受
け
た
利
子
補
給
は
、

改
正
前
の
率
に
よ
る
補
給

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

商
工
観
光
課
　

蕁
33
│
１
０
９
２

問

中
小
企
業
者
に
対
す
る

利
子
補
給
率
の
改
正

い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
通
し
て

体
力
の
向
上
を
目
指
し
な
が

ら
、
生
活
習
慣
病
や
食
生
活
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
月
１
回
開
催
し

ま
す
。

と
き

４
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

富
山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容

体
力
測
定
・
い
き
い
き

運
動

持
ち
物

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・

室
内
シ
ュ
ー
ズ

定
員

25
人

申
込
期
限

４
月
23
日
（
月
）

健
康
支
援
課
　

蕁
36
│
１
１
５
２

問

特定の業種で働く労働者に適用される最低賃金が改正されました｡
県内すべての事業所で働く労働者に適用される「千葉県最低賃金」は748円（平成23年10月1日

改正）です｡
最低賃金には、精皆勤手当、通

勤手当、家族手当、賞与、時間外
手当、深夜手当などは含まれませ
ん｡

千葉県労働局労働基準部賃金室
蕁 043－221－2328

問

い
き
い
き
健
康
教
室

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 

ぼ
し
ゅ
う

融資を受けた資金と利子補給率 

融資を受けた資金 利子補給率 上限額 

運転資金（取引先企業の倒産
によるものを除く） 

1.0％ 
（改正前2.0％） 40万円 

運転資金（取引先企業の倒産
によるもの） 

1.0％ 
（改正前2.5％） 50万円 

1.0％ 
（改正前2.5％） 50万円 設備資金 

業種と時間額 

業　　　　種 時間額 発効日 

Ｈ23.12.25

H23.12.30

H23.12.25

H23.12.30

調味料製造業 810円 

850円 

827円 

829円 

812円 

788円 

819円 

鉄鋼業 

はん用機械器具、生産用機械器具製造業 

各種商品小売業 

自動車（新車）小売業 

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 

計測器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具・
理化学機械器具製造業、医療用機械器具・ 
医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、
時計・同部分品製造業、眼鏡製造業 

特定最低賃金の改正



館
（
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
20
分
、

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
葭
川

よ
し
か
わ

公
園

駅
か
ら
徒
歩
６
分
）

定
員

50
人

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

千
葉
家
庭
裁
判
所
総
務
課

蕁
０
４
３
│
２
２
２
│
０
１
６
５

半
年
間
無
事
故
で
過
ご
し
て
、

交
通
安
全
賞
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

問

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください
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通
費
別
途
支
給

応
募
方
法

写
真
を
貼
っ
た
履

歴
書
お
よ
び
職
務
経
歴
書
と
、

採
用
条
件
の
資
格
を
確
認
で
き

る
書
類
の
写
し
を
商
工
観
光
課

に
持
参
ま
た
は
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

５
月
１
日
（
火
）

か
ら
５
月
11
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
（
必
着
）

選
考
方
法

書
類
審
査
お
よ
び

面
接

※
書
類
審
査
結
果
は
、
５
月
16

日
（
水
）
ま
で
に
通
知
し
ま

す
。〒

２
９
４
│
２
４
９
２

南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

南
房
総
市
商
工
観
光
課

蕁
33
│
１
０
９
２

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、

寸
劇
を
し
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

と
き

５
月
16
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

千
葉
家
庭
裁
判
所
本

問

対
象

①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す

人①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る

人
・
消
費
生
活
専
門
相
談
員

・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

②
消
費
生
活
相
談
に
関
し
て
、
知

識
と
熱
意
が
あ
る
人

③
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で

き
、
明
る
く
健
康
な
人

募
集
人
数

１
人

勤
務
内
容

消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
、
啓
発
業
務
な
ど

勤
務
場
所

南
房
総
市
役
所

任
期

６
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
（
勤
務
実
績
な
ど

に
よ
り
更
新
可
）

勤
務
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

う
ち
週
２
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

勤
務
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

報
酬

日
額
　
８
５
０
０
円
・
交

消
費
生
活
相
談
員

（
非
常
勤
特
別
職
）

成
年
後
見
制
度
説
明
会

〜
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
!!
そ

れ
買
っ
て
い
い
の
？
〜

高
齢
者
交
通
安
全

い
き
い
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今月の 今月の 

お知らせ お知らせ 
携　帯
サイト

ぼ
し
ゅ
う

広　告

鋸南病院鋸南病院 鋸南病院 診療のご案内 

☆午後も診療しております。 
☆眼科は水曜午前のみ診療 
☆各種健康診断・予防接種も行っております。 

安房郡鋸南町保田359
TEL 0470-55-2125

午
前 

午
後 

月 火 水 木 金 
内科 
外科 
眼科 
総合 

能重・安達 
金親 
　 

安達 

金親 
清野 
　 

清野 

能重・安達 
清野 
馬場 

石井 

金親・能重 
今村 
　 

石井 

金親・能重 
石渡(整形)
　 

石渡・安達 
外来 

広　告

広　告

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　TEL　0470-29-1900
http://www.wakagaeru.jp

保険診療 

自費診療 



対
象

県
内
に
住
ん
で
い
る
65

歳
以
上
の
人
（
運
転
免
許
証
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費

無
料

申
し
込
み

最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限

７
月
31
日
（
火
）

交
通
安
全
賞

認
定
期
間
中
に

無
事
故
だ
っ
た
人
の
中
か
ら
抽

選
で
50
人
に
、
１
万
円
相
当
の

旅
行
券
な
ど
を
贈
り
ま
す
。

認
定
期
間

８
月
１
日
（
水
）

か
ら
12
月
31
日
（
月
）
ま
で

県
警
察
本
部
交
通
総
務
課

蕁
０
４
３
│
２
０
１
│
０
１
１
０

お
題
　
「
立り
つ

」

詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
１
人
１
首
と
し
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
半
紙
（
習
字
用
の
半

紙
）
を
横
長
に
使
い
、
右
半

分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り

問

が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業
（
具
体
的
に
）
を

縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。

③
記
載
事
項
は
す
べ
て
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場

合
は
、
点
字
、
代
筆
（
墨
書
）

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
も
詠
進
で
き
ま
す
。
自
書

で
き
な
い
理
由
（
代
筆
の
場

合
は
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
）
な
ど
を
別
紙
に
書
い
て
、

詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い

（
点
字
は
除
く
）。

期
限

９
月
30
日
（
日
）

応
募
先

〒
１
０
０
│
８
１
１
１

宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
）。

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書

き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封

筒
を
入
れ
て
、
９
月
20
日
（
木
）

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

問
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川
の
淵ふ
ち

や
堰せ
き

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
河
童
か
っ
ぱ

は
、
毛
髪
の
少
な
い
頭
に

皿
の
よ
う
な
へ
こ
み
が
あ
っ
て
水
を
蓄
え
、
顔
に
は
と
が
っ
た
く
ち
ば

し
が
あ
り
、
体
の
色
は
青
く
、
う
ろ
こ
や
甲
羅

こ
う
ら

が
つ
い
て
い
る
と
い
わ

れ
、
体
の
大
き
さ
は
人
間
の
４
歳
か
ら
５
歳
く
ら
い
で
す
が
力
は
強
く
、

牛
や
馬
な
ど
の
大
き
な
動
物
を
や
す
や
す
と
水
中
に
引
き
込
み
血
を
吸

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
河
童
は
想
像
上
の
動
物
で
す
が
、
昔
、
沓
見

く
つ
み

の
川
の
バ

ア
淵
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
の
で
す
。

昔
む
か
し
、
沓
見
の
バ
ア
淵
は
と
て
も
深
く
、
薄
気
味
悪
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
そ
の
淵
へ
、
あ
る
家
の
お
ば
あ
さ
ん
が
ひ
と
り
で
洗
濯
を

し
に
行
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
洗
濯
が
終
わ
っ
た
の
で
帰
ろ
う
と

し
た
と
き
で
す
。
い
き
な
り
淵
の
中
か
ら
河
童
の
青
い
手
が
出
て
き
て
、

お
ば
あ
さ
ん
の
足
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
。
気
が
つ
い
て
逃
げ
よ
う
と
し

た
と
き
は
も
う
遅
く
、
河
童
の
強
い
力
で
淵
の
中
へ
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ひ
と
り
で
洗
濯
を
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
は
、
誰
に
も

助
け
て
も
ら
え
ず
、
そ
れ
っ
き

り
家
へ
は
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

※
こ
の
民
話
は
、
南
小
学
校
児

童
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
話

を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。

第72話
生稲謹爾

「沓
くつ

見
み

の
バア淵

ふち

」

平
成
25
年
歌
会
始
の

お
題
・
詠
進

え
い
し
ん

歌

水道水の放射能量測定結果
総人口（－198） 
42,321人 

男（－92） 
20,349人 
女（－106） 
21,972人 
世帯数（－12） 
17,127世帯 

出生 22人 

死亡 75人 

転入 110人 

転出 255人 

人口の動き （平成24年4月1日現在） 
（　）内は前月比 

採取日 ３月27日
採取場所 南房総広域水道企業団大多喜浄水場

市内３か所の浄水場
放射性ヨウ素 不検出　放射性セシウム 不検出

水道課（小向浄水場） 蕁 47－2771問
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※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

平
成
24
年
４
月
12
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

南房総南房総ファミリアクリニック 南房総南房総ファミリアクリニック 南房総ファミリアクリニック 

詳細情報詳細情報はHPHPもしくはお電話電話にてお問い合わせください 詳細情報はHPもしくはお電話にてお問い合わせください 

南房総ファミリアクリニック 検索 
蕁 04700470－2020－61716171
南房総市本織南房総市本織4343－1
蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

内　科（月～土曜日） AM 9：00～12：00 
PM 2：30～  6：00

AM 8：40～12：00 
 AM 9：00～12：00 
PM 1：00～  3：00

小児科・皮膚科 
  （火・水・金・土曜日） 
整形外科 （毎週木曜日） 

診療のご案内 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簇

雨の降った後の滝は壮観です

〜
里
山
同
好
会
〜

代
表
　
今
村
　
勇
　
会
員
７
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

塩
浦
不
動
滝
周
辺
の
景
観
を
良
く
し
よ
う
と
、
平
成
21

年
ご
ろ
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
た
っ
た
２
人

で
し
た
。
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く

な
り
、
範
囲
を
広
げ
て
い
く
う
ち
に
協
力
者
も
増
え
、
現

在
は
７
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
里
山
活
用
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
申
請
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
正
式
に
「
里
山
同
好
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
滝
周
辺
の
草
刈
り
や
遊
歩
道
の
整
備
、

花
木
の
植
栽
、
滝
つ
ぼ
周
辺
の
整
備
で
す
。

補
助
金
を
活
用
し
、
滝
の
東
側
に
整
備
し
て
い
る
「
い

こ
い
の
森
」
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
な
ど
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
い
こ
い
の
森
」
に
は
、
元
々
山
桜
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
花
木
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
河
津
桜

20
本
を
植
え
、
将
来

は
、
お
花
見
な
ど
も

で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
滝
め
ぐ
り
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
ホ

テ
ル
な
ど
に
置
い

て
、
観
光
に
も
役
立

て
て
い
く
考
え
で

す
。雨

の
降
っ
た
翌
日
は
水
量
も
多
く
壮
観
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

「
里
山
同
好
会
」
代
表
　
今
村
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